
１２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月～

医療従事者向け先行接種

（約１万人程度）

医療従事者向け優先接種

（３００万人程度）

高齢者向け優先接種

（3,000万～4,000万人程度）

その他の方

（基礎疾患のある方等を優先）

医療機関
との調整

国
主
体

医療機関との調整
医療関係団体との調

整

冷凍庫
配備等
(2月末)

体制
確保
目途

調
整
主
体

都
道
府
県

医療機関との
調整・会場確保

郵送
(3月中旬）

調
整
主
体

市
町
村

接種券の発行準備＆印刷 郵送

ワクチン接種 スケジュール

接種施設体制調整

被接種者リスト化

１回目
接 種
(21日間)

郵
送

長良医療
センター超低温

冷凍庫
配備

体制
確保
目途

２回目
接 種
(21日間)

冷凍庫
配備等 １回目

接 種
(21日間)

２回目
接 種
(21日間)接種券の発行準備＆

印刷(～3/5))

体制
確保
目途

１回目
接 種
(21日間)
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優先順位

Ａ-１ ：ワクチン接種施設

Ａ-２・Ａ-３・Ａ-４・Ａ-５：
①基本型接種施設または
②連携型接種施設
（予め①または②に割当て）

集団接種、基本型接種施設、
サテライト型接種施設

接種場所

Ａ-１ 医療従事者①
（接種施設の医師、看護師、職員等）

Ａ-２ 医療従事者②
（接種施設以外の医師、看護師、職員等）

Ａ-３ 医療従事者③
（歯科医師、調剤薬局薬剤師等）

Ａ-４ 救急隊員等

Ａ-５ 自治体職員等

Ｂ-１ 高齢者①（65歳以上）

Ｂ-２ 高齢者、高齢者施設の従事者②

Ｃ-１ 基礎疾患を有する者（高齢者を除く）

Ｃ-２ 高齢者施設等の従事者

Ｄ その他の者（65歳未満一般）

高齢者施設等

基本型接種施設、
サテライト型接種施設

集団接種

ワクチン接種施設

※左記優先順位に対応

集団接種、基本型接種施設、
サテライト型接種施設 2

集団接種、基本型接種施設、
サテライト型接種施設



《接種場所》

■ 県が調整主体の(医療従事者)【基本の流れ】

病院 集団接種会場 高齢者施設等

３月中 ４月１日以降 ５月

医
療
従
事
者

高
齢
者

基
礎
疾
患
を

有
す
る
者

そ
の
他
の
者

Ａ

B

C

D

ワクチン接種までの手順（イメージ）

医療従事者①
接種施設関係

医療従事者②
接種施設以外関係

医療従事者③
歯科医・薬剤師

救急隊員等 自治体職員等

１【接種施設】接種人数等を市町村毎に把握
し、その実績を各市町村に報告

２【市町村】指定病院から送付された住民分
のデータを接種台帳へ登録

２回目
接種へ

■ 市町村が調整主体の【基本の流れ】

【市町村】
■対象者へ関係書類を送付
①予診票
②接種券（クーポン券）
■接種施設の調整
（病院、集団接種会場、
高齢者施設等）

Ａ-１ Ａ-２ Ａ-３

Ａ-４ Ａ-５

高齢者①
一般 65歳～

Ｂ-１

高齢者②
高齢者施設等入所者、
高齢者施設従事者

Ｂ-２

基礎疾患を
有する者

Ｃ-１

その他の者
～65歳

Ｄ
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高齢者施設等
の従事者

Ｃ-２



医療従事者等接種の概要

○ 感染リスク及び医療提供体制確保の観点から、医療従事者等を接種順位の上位として接種を実施。
○ 医療従事者への接種体制は、都道府県が調整し、医療関係団体や医療機関が協力して確保。

○ 全国１５００か所の施設に、２月末までにディープフリーザーを配置。（県内２６か所）
○ ディープフリーザーを配置した施設を拠点（基本施設）として接種を実施するほか、ワクチンを冷蔵で
近隣の医療機関等(連携型施設）に移送して接種を実施。

○ 基本型施設では１か所1000人以上、連携型施設では１か所100人以上の接種を想定。

接種場所

○ 上記に先行して、１万人程度の医療従事者に対して国において先行的に接種を行うとともに、接種後の
健康状況を調査。（県内では長良医療センターにおいて実施）

○ 接種後に、症状の有無にかかわらず、健康状況を調査し、接種後の様々な症状の発生頻度などを早期に
集計して情報提供。

○ 国が研究班を設置して、調査のために依頼する特定の医療機関で実施。

先行接種者健康状況調査

○ 感染リスク及び医療提供体制確保の観点から、以下を対象として実施。
（全国対象者：370万人、県内対象者：64,639人(推計））

・病院・診療所・薬局や、自治体等の新型コロナウイルス感染症対策業務で、新型コロナウイルス感染症患
者・疑い患者に頻繁に接する業務を行う職員。

・新型コロナウイルス感染症患者・疑い患者を搬送する救急隊員等、海上保安庁職員、自衛隊職員

対象者
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医療従事者向けワクチン接種体制（2/2現在）

5

協議会
基本型接種施設 連携型接種施設数

協議会
基本型接種施設 連携型接種施設数

（ＤＦ設置） （調整中） （ＤＦ設置） （調整中）

岐阜市

岐阜県総合医療センター ３施設
関

中濃厚生病院 ２施設

岐阜市民病院 ６施設 白鳥病院 ４施設

長良医療センター ２施設
可茂

木沢記念病院 ８施設

岐阜大学医学部附属病院 ４施設 可児とうのう病院 ８施設

岐阜赤十字病院 ６施設

東濃

岐阜県立多治見病院 ２施設

朝日大学病院 ５施設 東濃厚生病院 ２施設

岐阜

羽島市保健センター ２施設 土岐市立総合病院 ２施設

東海中央病院 ３施設
恵那

総合病院中津川市民病院 １施設

岐北厚生病院 ４施設 恵那市保健センター ４施設

瑞穂市総合センター １施設

飛騨

高山市保健センター ５施設

国民健康保険飛騨市民病院 １施設松波総合病院 ３施設

西濃

大垣市民病院 ― 岐阜県立下呂温泉病院 ３施設

大垣徳洲会病院 ９施設
基本型接種施設 ２７施設

西美濃厚生病院 ２施設

連携型接種施設（調整中） ９３施設揖斐厚生病院 １施設



医療従事者向けワクチン接種体制（イメージ）

○○総合病院
（基本型接種施設・ＤＦ設置場所）

○接 種 者 ：○○総合病院医師
○被接種者：施設内医療従事者 ○名
○そ の 他 ：ＤＦによりワクチンを-75℃で管理。

適宜、連携型接種機関にワクチンを提供。

●●病院
（連携型接種施設）
○接種者：●●医院医師
○被接種者：○○地域

医療従事者

○名

◆◆病院
（連携型接種施設）
○接種者：◆◆医院医師
○被接種者：◆◆地域、

◇◇地域
医療従事者

○名

▲▲病院
（連携型接種施設）
○接種者：▲▲医院医師
○被接種者：▲▲地域、

△△地域
医療従事者

○名

★★総合体育館
（連携型接種施設）

○接種者：医師会派遣
○被接種者:
集団接種体制
基本型、他の連携型
以外の医療従事者

○名

冷凍での
配送

ワクチンを小分けし、
冷蔵で移送
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一般向けワクチン接種体制（イメージ）

○○総合病院
（基本型接種施設・ＤＦ設置場所）

○接 種 者 ：○○総合病院医師
○被接種者：〇〇地域住民 ○名
○そ の 他 ：ＤＦによりワクチンを―75℃

で管理。適宜、サテライト型接
種期間等にワクチンを提供。

●●総合体育館
～集団接種～

（サテライト型接種会場）

○接種者：●●医師会医師○名
○被接種者：集団接種体制

●●地域住民 ○名、
■■地域住民 ○名

○備考
・医療機関でない施設等を接種会場と
する場合は、診療所開設届が必要。
・医師会等と連携し、問診、ワクチン接
種等を担う医師、看護師等の確保が
必要。
・ワクチンを補完する冷蔵庫などの備
品のほか、消毒用アルコール、エピネ
フリンなどの救急用品の設置が必要。

◆◆高齢者施設
（サテライト型接種施設）

○接種者：◆◆医院医師
○被接種者：
・高齢者（高齢者施設
入所者）、
・高齢者施設従事者

○備考
・医療機関が、高齢者
施設を訪問のうえ
接種。

▲▲病院
（サテライト型接種施設）
○接種者：▲▲医院医師
○被接種者：▲▲地域、

△△地域
医療従事者

○名

ワクチンを小分けし、
冷蔵で移送
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冷凍での
配送


